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ＫＢＲ-２０４０ Remote制御詳細 

 

1.Protocol 

 

 RS-232C準拠 

 Start Bit 1 

 Stop Bit 1 

 Data Bit 8 

 Parity  Even 

 Data Rate 9,600 bit per second 

 Code  ASCII 

 Terminate CR LF 

 

2.Write command 

 

 2-1.Answer 
  「ＧＯ+CR,LF」 正常受信、正常実行 

  「Ｅ０+CR,LF」 Framing error  「Ｅ１+CR,LF」 Parity error 

  「Ｅ２+CR,LF」 Overrun error  「Ｅ３+CR,LF」 Command error 

 

 2-2.Command 

 

  2-2-1.アクティブ アドレス設定 

  「ＡＡｎｎｎ．ｎｎｎ．ｎｎｎ．ｎｎｎ+CR,LF」（Active Address nnn.nnn.nnn.nnn） 

   KBR-2040をクライアントとして使用する時のサーバーの IPアドレスを設定します。 

   ｎｎｎは､アドレス値で初期値は【０１９２．１６８．００１．００４】です。 

 

  2-2-2.ゲートウェイ アドレス設定 

  「ＧＡｎｎｎ．ｎｎｎ．ｎｎｎ．ｎｎｎ+CR,LF」（Gateway Address nnn.nnn.nnn.nnn） 

   KBR-2040をサーバーとして使用する時のゲートウェイ アドレスを設定します。 

   ｎｎｎは､アドレス値で初期値は【０１９２．１６８．００１．００２】です。 

 

  2-2-3.IP アドレス設定 

  「ＩＰｎｎｎ．ｎｎｎ．ｎｎｎ．ｎｎｎ+CR,LF」（IP Address nnn.nnn.nnn.nnn） 

   KBR-2040の IPアドレスを設定します。 

   ｎｎｎは､アドレス値で初期値は【０１９２．１６８．００１．００３】です。 

 

  2-2-4.ポート ナンバー設定 

  「ＰＮｎｎｎｎｎ+CR,LF」（Port Number nnnnn） 

   TCP/IPのポート ナンバーを設定します。 

   ｎｎｎｎｎは､番号値で初期値は【０９００４】です。 

 

  2-2-5.サブネット マスク設定 

  「ＳＭＡ+CR,LF」，「ＳＭＢ+CR,LF」，「ＳＭＣ+CR,LF」（Subnet Mask class A～C） 

   サブネット マスクを設定します。 

   【Ａ】～【Ｃ】は､クラスで初期値は【Ｃ】です。 
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3.Read command 

 

 3-1.異常時Answer 

  「Ｅ０+CR,LF」 Framing error  「Ｅ１+CR,LF」 Parity error 

  「Ｅ２+CR,LF」 Overrun error  「Ｅ３+CR,LF」 Command Error 

 

 3-2.Command 

 

  3-2-1.アクティブ アドレス 

  「ＲＡＡ+CR,LF」（Read Active Address） 

   KBR-2040をクライアントとして使用する時のサーバーの IPアドレス値を返します。 

  「ＡＡｎｎｎ．ｎｎｎ．ｎｎｎ．ｎｎｎ+CR,LF」（Active Address nnn.nnn.nnn.nnn） 

   ｎｎｎは､アドレス値で初期値は【０１９２．１６８．００１．００４】です。 

 

  3-2-2.ゲートウェイ アドレス 

  「ＲＧＡ+CR,LF」（Read Gateway Address） 

   KBR-2040をサーバーとして使用する時のゲートウェイ アドレス値を返します。 

  「ＧＡｎｎｎ．ｎｎｎ．ｎｎｎ．ｎｎｎ+CR,LF」（Gateway Address nnn.nnn.nnn.nnn） 

   ｎｎｎは､アドレス値で初期値は【０１９２．１６８．００１．００２】です。 

 

  3-2-3.IPアドレス 

  「ＲＩＡ+CR,LF」（Read IP Address） 

   KBR-2040の IPアドレス値を返します。 

  「ＩＡｎｎｎ．ｎｎｎ．ｎｎｎ．ｎｎｎ+CR,LF」（IP Address nnn.nnn.nnn.nnn） 

   ｎｎｎは､アドレス値で初期値は【０１９２．１６８．００１．００３】です。 

 

  3-2-4.MACアドレス 

  「ＲＭＡ+CR,LF」（Read MAC Address） 

   KBR-2040のMACアドレス値を返します。 

  「ＭＡｎｎ－ｎｎ－ｎｎ－ｎｎ－ｎｎ－ｎｎ+CR,LF」（MAC Address nn-nn-nn-nn-nn-nn） 

   ｎｎは､アドレス値です。 

 

  3-2-5.ポート ナンバー 

  「ＲＰＮ+CR,LF」（Read Port Number） 

   TCP/IPのポート ナンバーの値を返します。 

  「ＰＮｎｎｎｎｎ+CR,LF」（Port Number nnnnn） 

   ｎｎｎｎｎは､ナンバー値で初期値は【０９００４】です。 

 

  3-2-6.サブネット マスク 

  「ＲＳＭ+CR,LF」（Read Subnet Mask） 

   サブネット マスクの設定値を返します。 

  「ＳＭＡ+CR,LF」～「ＳＭＣ+CR,LF」（Subnet Mask A～C） 

  【Ａ】～【Ｃ】は､クラスで初期値は【Ｃ】です。 

 

  3-2-7.バージョン ナンバー 

  「ＲＶＮ+CR,LF」（Read Version Number） 

   KBR-2040のバージョン ナンバーを返します。 

  「ＶＮｎ．ｎｎ+CR,LF」 

   ｎは数値です。 

 

4.ご注意 

 TCP/IPで制御中にRS-232C操作は､行わないでください。 


